
i n f o r m a t i o ni n f o r m a t i o n

長島町民生委員児童委員および主任児童委員名簿
担当地区 氏　名 担当地区 氏　名

1 田尻 萩野かおり 20 御所ノ浦・湯ノ口 喜久　一志
2 火ノ浦 杉山　歌代 21 幣串 池田　直美
3 山門野下・中・上 千葉佐美惠 22 平尾中南 山角　美治
4 加世堂・梅ノ木山 石橋眞知子 23 母良木・犬鹿倉 山﨑　祐子
5 川床下・中 大堂きみ子 24 藤之元・萩之牟礼 加治木信子
6 川床上・小坂・杉ノ段 福嵜ミスエ 25 浜漉・北方崎 永田れみ子
7 牧・市来崎 崎迫さとみ 26 茅屋 𠮷武真知子
8 脇崎・塩追 田中　豊美 27 蔵之元上・中 長嵜千里子
9 赤崎・山寺・上揚 平田利恵子 28 蔵之元下・渡釜 桐野　瑞子
10 野中・菅牟田・宮ノ浦 平野ちず子 29 小浜 前田いみ子
11 山中・本町 畠中　晶子 30 指江 大平由美子
12 西・矢堂 川添　康成 31 川内 杉本　實子
13 伊唐 濱畑　辰惠 32 城川内 川田　幸則
14 浦底 西﨑加代子 33 唐隈 榎田　勝子
15 福ノ浦 濵口八重子 34 広野 溝口　守光
16 桂代・三船 井上　和子 35 汐見・潟 久保　賢一
17 薄井・白瀬 入口　庄子 36 馬込 湯田かづ子
18 本浦・葛輪 早﨑真由美 37 主任児童委員 ( 東地区） 田渕　玲子
19 片側 岩下　昭人 38 主任児童委員 ( 西地区） 清原　郁美

任期：平成 28 年 12 月１日～平成 31 年 11 月 30 日 　

　

長
島
町
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協

議
会
（
川
田
幸
則
会
長
）
は
、
12
月

１
日
、
３
年
間
の
任
期
を
終
え
た
民

生
委
員
・
児
童
委
員
に
感
謝
状
を
伝

達
し
、
新
た
な
委
員
に
委
嘱
状
を
交

付
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
12
月
期
の
定
例
会
に

あ
わ
せ
て
伝
達
式
を
実
施
し
、
任
期

を
務
め
退
任
す
る
10
人
の
委
員
に
鹿

児
島
県
知
事
か
ら
感
謝
状
を
、
６
年

以
上
委
員
を
務
め
た
２
人
に
厚
生
労

働
大
臣
か
ら
の
感
謝
状
を
川
添
町
長

が
伝
達
し
ま
し
た
。

　

会
長
の
川
田
幸
則
さ
ん
は
「
民
生

委
員
制
度
は
平
成
29
年
に
制
度
創
設

１
０
０
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を

迎
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
に
お

け
る
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
、
行
政
機
関

を
は
じ
め
、
必
要
な
支
援
へ
の
『
つ

な
ぎ
役
』
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
委
嘱
状
を
交
付
さ
れ
た
委

員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

宝
く
じ
助
成
金
で

防
犯
灯
25
基
を
設
置

　

本
町
で
は
、
平
成
28
年
度
宝
く
じ

助
成
金
で
、
要
望
の
あ
っ
た
母
良

木
、
湯
ノ
口
、
西
集
落
な
ど
19
集
落

に
合
計
25
基
の
防
犯
灯
を
設
置
し
ま

し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
住
民
ら
が
自

主
的
に
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

促
進
と
夜
間
の
交
通
事
故
防
止
や
犯

罪
を
未
然
に
防
ぎ
、
地
域
の
安
心
・

安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
も
の
で
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
防
犯
灯
と
な
っ

て
い
ま
す
。

↑西集落に設置された防犯灯

民
生
委
員
児
童
委
員
が
交
代

３
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
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